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２０２３年８月２８日 

 

工業炉向け水素－酸素バーナを開発 

カーボンフリー燃料と酸素燃焼技術で工業炉の CO2排出量削減に貢献 

 

 

日本酸素ホールディングスグループの日本産業ガス事業会社である大陽日酸株式会社（本

社：東京都品川区、代表取締役社長：永田研二）は、水素ガスを燃料として用いる工業炉向け

水素－酸素バーナを開発いたしました。当社酸素バーナのラインナップである「SCOPE-

JETⓇ」「Innova-JetⓇ」「Innova-JetⓇ Swing」は水素を燃料とする利用が可能になりました。

水素ガスによる燃焼は、燃料に炭素を含まないため二酸化炭素（CO2）が発生しない特徴があ

ります。本技術の展開を通して、水素エネルギーの社会実装および工業炉分野での CO2排出量

削減へ貢献してまいります。 

 

記 

 

１． 開発の経緯 

日本国内では年間約 11.2 億トンの CO2が排出され、そのうち 35%を産業分野が占めており、

多くの工業炉から排出されています。工業炉は国内に約 3.7万基あるといわれ、政府の掲げる

2050 年カーボンニュートラルの実現には、それら設備において CO2排出量削減策を講じていく

必要があります。 

大陽日酸では、カーボンフリー燃料としてアンモニアに着目し、2014年からアンモニア－酸

素バーナの開発を実施しております。水素はアンモニアと共に工業炉向けのカーボンフリーな

燃料として注目されており、工業炉分野での CO2 排出量削減に向け様々な選択肢をお客様へ提

案できるよう 2021年度より水素－酸素バーナの開発に取り組んできました。 

 

２． 開発の概要・特徴 

高速酸素バーナランス「SCOPE-JETⓇ」 

SCOPE-JETⓇは、鉄スクラップ溶解用電気炉向けの省エネルギー技術であり、超音速の酸素ジ

ェットを形成するバーナランスです。従来の助燃バーナと異なり、電炉の製鋼プロセスにおい

て鉄スクラップが投入された直後の「溶解期」では酸素バーナとして機能しスクラップ溶解を

促進させ、スクラップが溶け落ちた「精錬期」では酸素ランスとして機能します。その結果、

電炉製鋼プロセスの生産性向上とエネルギー原単位削減に大きく寄与します。 

SCOPE-JETⓇの水素燃焼化では、火炎温度が高く燃焼速度も速くなるためバーナ近傍が高温に

なり、バーナへの熱負荷軽減対策が課題でしたが、独自のノズル構造を適用することにより安

定した燃焼を達成するとともに、天然ガスを燃料とした場合と同等の噴流特性を達成しました。 
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【ランスモード】 

 天然ガス 80 Nm3/h 

  酸素   800 Nm3/h  
【ランスモード】 

水素 400 Nm3/h 

酸素 800 Nm3/h  

【バーナモード】 

水素 500 Nm3/h 

酸素 800 Nm3/h  

図 1 SCOPE-JETⓇの燃焼火炎 

 

超低 NOx酸素（富化）バーナ 「Innova-JetⓇ」 

Innova-JetⓇは、加熱炉や溶解炉向けの省エネルギー技術であり、排ガスによる熱損失を大幅

に低減する事でエネルギー原単位削減に大きく寄与します。 

加熱炉などに酸素（富化）燃焼を適用する場合、大量に生成される NOxを抑制することが必

要となりますが、独自のノズル構造および多段燃焼を適用することにより、大幅な NOx低減を

実現し、さまざまな工業炉への展開を進めてきました。 

Innova-JetⓇの水素燃焼化では、火炎温度が高くなるため更なる NOx 抑制対策が課題でした

が、従来のノズルコンセプトを更に水素用に最適化することにより工業炉で運用可能なレベル

まで NOxを低減し、天然ガスを燃料とした場合と同等の伝熱特性を達成しました。なお Innova-

JetⓇは欧州にて実炉での評価試験を進めています。 

 

【天然ガス専焼】 

天然ガス 107 Nm3/h 

 酸素   253 Nm3/h 

 

【天然ガス/水素 20%混焼】 

天然ガス 86 Nm3/h 

 水素  80 Nm3/h 

 酸素  244 Nm3/h 
 

【天然ガス/水素 50%混焼】 

天然ガス 53 Nm3/h 

 水素  200 Nm3/h 

 酸素  232 Nm3/h 
 

図 2 Innova-JetⓇの燃焼火炎 
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自励振動型酸素（富化）バーナ 「Innova-JetⓇ Swing」 

Innova-JetⓇ Swingは、高温の加熱炉や溶解炉向けの省エネルギー技術であり、排ガスによ

る熱損失を大幅に低減できるとともに、炉底が浅い炉などに対して自励振動現象を利用して火

炎を左右に振動させ、広範囲に均一加熱することが可能です。 

Innova-JetⓇ Swingの水素燃焼化では、バーナへの熱負荷軽減対策として酸化剤ガスによる

自己冷却構造を水素用に最適化することにより安定した燃焼を確認しました。 

 

【天然ガス専焼】 

天然ガス 35 Nm3/h 

 酸素   50 Nm3/h 

 空気  160 Nm3/h 

  

【天然ガス/水素 50%混焼】 

天然ガス 17.5 Nm3/h 

 水素   65 Nm3/h 

 酸素   50 Nm3/h 

 空気  160 Nm3/h  

  

【水素専焼】 

 水素  130 Nm3/h 

 酸素   50 Nm3/h 

 空気  160 Nm3/h 

  

図 3 Innova-JetⓇ Swingの燃焼火炎 

 

３． 今後の予定 

大陽日酸では、開発した水素－酸素燃焼技術をベースに、今後は各種の工業炉向けに様々な

お客様のニーズに対応できる最適な水素－酸素バーナの開発・設計を行い、お客様の工業炉へ

の導入を提案してまいります。本技術を通して、水素エネルギーの社会実装および CO2排出量

削減を目指します。 

以 上 
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【会社概要】 

大陽日酸株式会社 

事業内容：酸素・窒素・アルゴン等各種産業ガス、LPガス、医療用ガス、特殊ガスの製造・

販売及び溶断機器・材料、各種ガス関連機器、空気分離装置の製造・販売、電子

部品の組立・加工・検査、設備メンテナンス 

創  業：1910年 10月 30日 

設  立：2020年 2月 4日 

資 本 金：15億円 

株  主：日本酸素ホールディングス株式会社（出資比率 100％） 

売上収益：4,204億円※ 

※日本酸素ホールディングス㈱2023年 3月期の日本セグメントの売上収益 

 

本件に関するお問い合わせ 

大陽日酸株式会社 

東京都品川区小山 1-3-26 

広報部 

TEL:03-5788-8015 

Mail:Tnsc.Info@tn-sanso.co.jp 

 

製品に関するお問い合わせ 

工業ガスユニット 

ガス事業部 営業開発部 

TEL：03-5788-8305 
 

tel:03-5788-8015

